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「気」と植物エネルギー

E S S A Y

BREAK

　漢方の基本的概念に「気」というものがあります。「気」
とは生命の源。人間が地球上で生きていくための根源的
なエネルギーのことです。どの漢方の教科書にも「気」と
は「目に見ることのできない…」と書かれていますが、植
物たちが「天空の気（太陽の光、CO2）」と「大地の気
（水、その他の栄養分）」から作りだす緑色は、目で見る
ことのできる「気」の色だと思うのですがいかがでしょう。

私は13年前までは新薬開発に欠かせぬ基礎学問である
有機化学、その後、薬用植物学、生薬学の修行をする一
方で、大学内に放置されてきた荒れた16ヘクタールの
森に繁茂していた笹を駆除しながら里山作りも手がけて
きました。そしてここ数年は漢方の修行、そして一年中、
北海道各地の森や山へ出かけ、一眼レフカメラで植物た
ちと会話をしながらその元気をフィルムに収めてきまし
た。そうしているうちに、地球上に生きている植物すべ
て（山野草、樹木、野菜、果物、穀類、薬用植物）が、漢
方でいう「気」そのものだという考えに至りました。

私事で恐縮ですが、有機化学を極めようとしていたこ
ろは、全ての血液検査はレッドゾーンでしたが、漢方
を学び植物たちをメインにして仕事を開始してから数年
後、長年患っていた持病も消え、身体もスリムになり、
心身ともに健康になっていました。そして私を健康体に
戻してくれたこのパワーを、私は「植物エネルギー」と
名づけたのです。

ところで、「地球上から植物がいなくなったら、あらゆ
る有機生命体は絶滅する」。これは科学的エビデンスな
ど必要のない絶対的な真理です。今、人間の限度を知ら
ない欲によって、地球上からステキな植物がものすごい
スピードで減っています。これは、地球全体の「気」（元
気）が減少し、地球そのものが病んでいくことを意味しま
す。病んでいく地球に病んだ人が増えていくことは当然
のことですし、ましてや、科学だけで病気を克服するに
はかなり無理があるように思えます。地球の「気」が全
ての植物なら、科学だけで地球上の植物を増やすことは
簡単ではないことは誰でもが知っているはずです。

植物たちと出会う前、「人類は地球上にはびこる悪性の
ウイルスかガン細胞のようなものではないか。このまま
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行くと、人類が地球を滅ぼしてしまうのではないか。」な
どと悲観的なことを考えた時期もありました。しかし今
は違います。植物が地球のために大切な役割を果たして
いる以上、それを利用している私たち人類もまた、地球
のために大切な役割を持って生を受けているはずです。

国、言語、宗教の違いをはるかに超えて、地球上の全
ての人にとって等しく重要で、心の中に愛を生むことの
できる唯一可能性のあるもの。それが植物だと思います。
私たちの身近な所に植物はたくさんいるはずです。その
身近な植物に目を向け、関心を持つ人が増え、植物を愛
する人が増えれば、人類全体の心が豊かになり、想像力
が養われ、自分さえよければよいという考え方が減って、
植物たちが増え、地球環境も良くなり、地球も元気になっ
て病気になる人も減る。そして世界が平和になる ̶ そ
んな良い循環が生まれるのではないでしょうか。

漢方が教えてくれる「気」ということを地球レベルで考
えてみませんか。そして身近な植物の「気」、植物エネル
ギーを目から取り入れてみませんか。先ずは、毎日食
べる「大地の気」、野菜の花なんていかがでしょう。白菜
と大根の花をご
覧下さい。ただ
食べるだけより
も、花をイメー
ジしながら食べ
ると、きっと効
果絶大だと私は
思うのですが。

先ずは私たちが身近な植物に関心、
愛情を持つところから始めてみません
か？地球の元気を私たち自身で取り
戻してみませんか？ 病気になった地球

まだ元気な地球

温暖化による異常気象
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地球上の植物（山野草、樹木、野菜
果物、穀類、薬用植物）とは地球の
「気 = 元気」。これが減り続けると
…地球が気の病（病気）になる。




